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論 文 内 容 の 要 旨 
目的 
 下顎骨骨折は顎顔面骨折のなかで最も発生頻度が高く、歯科診療上で治療機会の多い外傷性疾患である。骨折の発
生部位は、外傷力の作用する部位、方向、大きさ、歯や咬合状態、骨の状態などさまざまな要因により決定されるが、
一般に形態学的に応力が集中しやすい顎関節部と下顎角部が骨折の好発部位とされている。特に下顎角部はその解剖
学的特徴のみならず時として智歯を含んでおり、木歯牙の存在が下顎角部の力学的特性に影響をあたえていることが
示唆されている。特に完全に萌出していない智歯の場合、下顎角部における骨折発生リスクがより高くなることが報
告されている。一方、下顎角部の遠位にある顎関節部における骨折はほとんどが介達骨折によるものであるため、顎
関節部の前方に位置する下顎角部における力学的強度が、顎関節部骨折の発生リスクにも影響を及ぼしていることが
推察できる。しかしながら、顎関節部骨折と下顎智歯との関係に着目した報告は極めて少ない。 
 本研究では、下顎智歯の萌出様態と下顎角部および顎関節部における骨折発生との関係を明らかにすることを目的
に、過去に治療を行った下顎骨骨折症例のパノラマ X 線画像より下顎智歯の萌出様態を調査分類し検討を行った。 
研究対象および方法 
 1990年４月から 2004年３月までの 14年間に大阪大学歯学部附属病院第一口腔外科で治療を行った年齢 15歳から
40 歳までの下顎骨単独骨折症例 340 症例を研究対象とした。 
 340 症例の下顎半側左右それぞれ 680 側を独立した症例としてあつかい、下顎角部および顎関節部骨折の有無と下
顎智歯の萌出様態の関係について検討を行った。智歯ならびに下顎角部形態については、パノラマ X 線写真よりえら
れた画像をもとに画像解析ソフトを用いて計測ならびに分類を行い、各々の骨折の発生率について統計学的に検討を
行った。 
研究結果 
 智歯を有していない下顎半側と完全萌出智歯を有する下顎半側はともに、不完全萌出智歯（完全埋伏智歯を含む）
を有する下顎半側に比較して有意に顎関節部骨折の発生率は高く、逆に下顎角部骨折の発生率は有意差をもって低い
ことが観察された。 
 不完全萌出智歯の位置的関係では、垂直的あるいは水平的位置関係と下顎角部骨折の発生には明瞭な関係は観察さ
れなかったが、智歯の咬合平面に対する萌出角度が 20°から 60°の範囲の近心傾斜歯において、下顎角部骨折の発
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生率が有意に高く、反対に顎関節部骨折の発生率が有意に低いことが認められた。 
 智歯の歯根形態の分類から、単根で先細りの形態の歯根を有する不完全萌出智歯で下顎角部骨折の発生率が高くな
っていることが認められた。 
 下顎角部の形態と智歯との関係については、下顎角部の下顎枝および骨体側の最も狭い部分で囲まれる領域を顎角
領域と定義し検討を行った。その結果、顎角領域に占める智歯の面積と骨折の発生には関係が認められなかったが、
顎角領域を二分する中心軸の傾きと不完全萌出智歯の歯軸の傾きが近似していると、下顎角部骨折の発生率が高く、
顎関節部骨折の発生率が低い傾向が観察された。 
結論 
 本研究より、下顎智歯の萌出様態によって下顎角部の力学的特性は変化し、その結果、下顎角部骨折および顎関節
部骨折の発生に影響を及ぼしていることが明らかとなった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、下顎智歯の萌出様態が下顎角部および顎関節部における骨折の発生に与える影響について分析・検討を
行ったものであり、下顎智歯の萌出様態によって下顎角部の力学的特性は変化し、下顎角部および顎関節部骨折の発
生に影響を及ぼしていることを明らかにした。このことは下顎智歯の処置を行う上で重要な指針を与えるものであり、
臨床的な意義は非常に大きく、博士（歯学）の学位取得に値するものと認める。 
